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文字画像検索システム MOJIZO について 
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概要：文字画像検索システム MOJIZO は，「古文書に記された文字の画像をキーとして，デジタルアーカイブ内の文

字画像を検索する」ための機能を有する Web ベースの情報システムである．MOJIZO にとって，字形画像を含む古文

書デジタルアーカイブの利活用促進は設計当初からの大きな目標である．筆者は，この利活用促進がデジタルアーカ

イブの構築にかかわった人々，管理者，利用者間のコミュニケーション促進にもつながるものと考えている．MOJIZO
には，筆者らが過去に研究・開発を進めていたスタンドアロン型の古代木簡解読支援システム Mokkanshop のために

実現した技術と研究活動で得た経験が継承・活用されている．本稿では，Mokkanshop と MOJIZO に関係する研究活

動のうち，コミュニケーション支援と経験知の共有に関連するものを紹介し，今後の展望について述べる． 
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1. はじめに   

古文書デジタルアーカイブの利活用は，歴史学・考古学

における重要な課題になっている．デジタル画像として撮

影された古文書の点数は日々増加しており，オープンデー

タ化を含めた公開の動きも盛んである．このような量的な

視点においては，利活用は軌道に乗ったと考えることがで

きるが，さらに多方面への利活用を促進していくための議

論も必要となっている．具体的には，様々な用途と利用者

を見据えた仕組みを目指す方策が必要である．これまで，

絞り込み検索機能の拡充，メタデータの共通化による横断

検索の実現などの形で進められてきた議論を拡張・進歩さ

せることが求められている． 
デジタル画像を主たるコンテンツとする古文書デジタ

ルアーカイブにとって，多方面への利活用に影響する最大

の課題はメタデータの整備である．これは，デジタルアー

カイブにおける情報検索の機能がメタデータに強く依存し

ているためである．メタデータの多様化は，情報検索手段

の多様化に直結する．したがって，現実的な範囲でメタデ

ータを多様化させる取り組みは不可欠である． 
筆者は，古文書デジタルアーカイブにおけるメタデータ

の多様化とその利活用が，古文書に関わる人々のコミュニ

ケーションを支援する手段の一つになると考えながら，字

形画像検索システム MOJIZO の研究，開発を続けてきた[1]．
コミュニケーションの多くは，言葉・数値など「何らかの

事象を抽象化した」情報のやり取りによって成立する．こ

のとき，求められる抽象化の方法はコミュニケーションの

場面ごとに異なる．例えば，物の大きさは数値でもデジタ

ル画像でも表現できるが，それぞれに適した場面というも

のが存在する． 
多くの古文書デジタルアーカイブには，人間が予め高い

レベルで抽象化した数値，テキストなどの情報がメタデー

タとして登録されている．情報検索時には，利用者がメタ

データと同レベルの抽象化を行った情報をキーとして入力，
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選択することになる．このことは，情報検索における人と

コンピュータのコミュニケーションにおいて，抽象度の高

い情報がプロトコルになっていることを示している．一方

で，デジタル画像のように抽象度が低く事象寄りの情報を

プロトコルとする方法の研究はこれからの課題である．デ

ジタルアーカイブは，それ自体が人と機械のコミュニケー

ションを提供する．さらに，デジタルアーカイブが情報の

Hub であることを踏まえると，デジタルアーカイブが扱う

ことのできる情報の多様化が情報伝達に基づくコミュニケ

ーションの多様化を生み出す可能性は高い．デジタルアー

カイブが事象寄りの情報をプロトコルに採用できれば，人

と人とのコミュニケーションの多面的にも貢献する可能性

は高いといえる． 
MOJIZO は，字形画像という比較的事象寄りの情報をキ

ーとして古文書デジタルアーカイブを検索する手段を提供

する[2]．字形画像をプロトコルに採用した理由は，筆者が

属するグループの研究内容に依るところが大きい．したが

って，この単位は絶対のものではなく，古文書デジタルア

ーカイブの利用方法の整備・拡充に対する取り組みの一つ

であると筆者は考えている． 
本稿では，筆者らがこれまで取り組んできた情報技術の

古文書研究への応用に関する研究のうち，コミュニケーシ

ョンに関連するいくつかを取り上げると共に，今後の展望

について述べる． 

2. これまでの研究 

2.1 Mokkanshop とコミュニケーション 
Mokkanshop は，古代木簡解読作業に情報技術を応用する

試みとして，スタンドアロン環境における類例字形画像の

デジタルアーカイブ検索，解読結果（釈文）／作業状況の

管理・保存などを支援するシステムとして構築したアプリ

ケーションソフトウェアである．Mokkanshop で実現した画

像からの字形抽出・解析に関する技術は，後発の MOJIZO
にも継承されている． 
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Mokkanshop では，作業の対象となる古代木簡のデジタル

画像に対して利用者が付した釈文，アノテーションなどの

情報，適用した画像処理の結果などを記録・管理し，電子

メールを介して他の利用者と共有する機能を有していた

[3]．これは，解読作業を行う専門家の知的活動に関する情

報を，抽象度に関わらず共有して，専門家同士の共同作業

を支援する技術的な取り組みであった（図 1）． 
 

 

図 1 Mokkanshop におけるコミュニケーション 
Figure 1 Communication supported by Mokkanshop. 

 
この取り組みでは，情報共有・共同作業のために関係者

がMokkanshopをインストールして使用する必要があった．

このため，普及には至らなかったが，研究レベルでの一定

の評価を得た． 
2.2 字形検索技術とコミュニケーションへの応用 

Mokkanshop の普及を妨げた要因の一つは，利用環境にア

プリケーションソフトウェアをインストールしないと使え

ない点にあったと考えられる．この点を踏まえて，字形画

像検索サービスMOJIZOではスタンドアロン環境へのイン

ストールが不要な Web アプリケーションを採用した．

MOJIZO の公開により，文字画像をプロトコルとしながら，

古文書デジタルアーカイブに記録された経験知を容易かつ

広範囲に共有することが可能となった． 
MOJIZO は，Web アプリケーションとしてユーザインタ

フェースを提供する Web サーバと，字形画像を評価して類

似字形をリストアップする字形検索サーバの 2 つのサーバ

で構成される．このうち，字形検索サーバにはネットワー

ク経由で字形画像の情報とメタデータを追加・削除する機

能を備えている[4]．この機能は当該サーバの字形情報に対

する排他的アクセスを必要とし，また Web サーバが管理す

る情報との整合性を保つ仕組みが未実装のため，MOJIZO
では無効化された状態にある．しかし，研究所／研究機関

といった閉じた環境で字形検索サーバを運用できれば，「難

読字形＋解読結果」のような経験知を効果的に共有するコ

ミュニケーション手段となる可能性を持っている． 

3. おわりに 

ここまでは，筆者らが取り組んできたコミュニケーショ

ンに関連する研究の取り組みを紹介した．最後に，今後の

展望を述べて本稿のまとめとする． 
経験知には，抽象度の高いものから低いものまでさまざ

まな情報が含まれる．古文書デジタルアーカイブに関する

現在の研究活動は，抽象度が高い情報を優先して取り扱う

段階にあると考えられるが，今後は抽象度が低く事象寄り

の情報についても利活用を促進する情報技術が提案・実現

され，多様な形式を持つ情報が集約・蓄積されていくもの

と考えられる． 
ただし，対面を含む既存の経験知共有手法は今後も継続

して利用されるはずである．少なくとも，現在の情報技術

が提供可能な情報の表現力は，経験知といわれる情報の多

様性に大きく及んでいない．それぞれの経験知が属する世

界において，経験知とは何かを分析し，効果的な利活用の

方法を模索することは，人文科学・情報学を含む様々な領

域において重要な研究分野になると考えられる．そのよう

な研究を支えるのは，当面の間は古来の人的交流にあるの

ではないかと筆者は考えている． 
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